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挑戦する姿から
校長　浅 井　 誠　　　　
　
この夏の東京オリンピックで、スケートボード競技に挑んだ岐阜市長森南中３年の岡本碧優選手の姿が印象に残っています。オリンピック前は世界ランキング１位で、金メダル候補であった岡本選手でしたが、大技「５４０（ファイブフォーティー）」に失敗、転倒し４位という結果となりました。最終滑走直後、悔しくて涙する岡本選手の姿がありました。その時そんな岡本選手のもとに他国の選手達が集まり、まるで優勝したかのように彼女を担ぎ上げていました。満足のいかない結果となりましたが、難度の高い技に挑み続ける岡本選手の姿に、周囲の選手が心を打たれている証だと思いました。そして泣き笑いしている岡本選手の姿から、そんな素敵なライバルや仲間がいることに感謝し、金メダルにも負けない宝物を心の中にいただいているのだろうと感じました。
挑戦する姿から、私たちは心を打たれ、学びます。今年の夏休みには、東野小の子どもたちも、各家庭でそれぞれ挑み続けました。その事実を学校でもしっかりと認め、みんなで学んでいきます。
そして、これから子どもたちが挑戦する姿を楽しみにし、学び、みんなで成長し続けたいと思います。
一方で、私たちが挑み続けなければならないことがもう一つあります。「Withコロナ」の生活です。学校では、子どもたちと以下の内容を確認し、学びをできるだけ止めない生活をスタートしています。若年層への感染、家庭内感染が増えてきています。全員で団結して感染防止等に挑んでいきます。
	＜緊急事態宣言（8／25）を踏まえた生活について＞
＊これまで以上に健康チェックと感染防止対策が必要です。
＊これまで以上に感染者にかかわる差別や偏見を許しません。
□飛沫感染と接触感染が主な感染経路であることは変わりません
飛沫感染予防＝マスク着用(熱中症に注意)・部屋の換気
※感染しても無症状で経過する人が３分の１以上です👉誰もが他者に感染させる可能性があります（ワクチン接種後でも留意が必要です）➝マスク着用＆換気の徹底
接触感染予防＝手指衛生（流水と石鹸での手洗い・アルコールによる手指消毒）
※飲食を伴った会話での感染がほとんどです👉１密（密閉、密集、密接のいずれか）の環境＋マスク未着用＝感染リスクが高い状況となります➝手洗い＆黙食の徹底
◎感染力の強いデルタ株でも、マスク着用、距離確保、手指消毒等の感染防止対策を徹底すれば、基本的に感染しません👉安心・安全な生活のために、今はみんなで踏ん張るときです。
※今後の状況により、学校行事等が変更となる可能性があります。変更等については、学校メールと東野小学校ＨＰ、学校報でお知らせします。ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。



稲も成長しました
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これまでと全く違うウィルスで、誰が感染してもおかしくない状況と考えます








